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道
路
特
定
財
源
を
平
成
２１
年
度

以
降
も
維
持
し
、
道
路
整
備
事
業

費
に
充
て
る
改
正
道
路
整
備
費
財

源
特
例
法
が
５
月
１３
日
、
衆
議
院

本
会
議
で
再
可
決
さ
れ
、
成
立
し

た
。
こ
の
再
可
決
は
、
憲
法
第
５９

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
与
党
議
員

３
分
の
２
以
上
の
賛
成
多
数
に
よ

り
成
立
し
た
も
の
。

道
路
財
源
暫
定
税
率
の
復
活
な

ど
、
歳
入
面
に
関
し
定
め
る
改
正

租
税
特
措
法
は
、
既
に
４
月
３０
日

に
成
立
し
て
い
る
�
本
紙
１
６
８

７
・
８
８
号
参
照
。
今
回
、
歳
出

面
を
規
定
す
る
特
例
法
が
成
立
し

た
こ
と
に
よ
り
、
道
路
財
源
の
歳

入
・
歳
出
両
面
に
つ
い
て
法
整
備

が
完
了
し
た
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
今
回
の
特
例
法
成
立
を

受
け
、
地
方
の
道
路
整
備
に
必
要

な
資
金
を
配
分
す
る
「
地
方
道
路

整
備
臨
時
交
付
金
」
の
予
算
執
行

も
可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
特
例

法
に
同
交
付
金
に
関
す
る
規
定
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
た
た
め
。
自
治

体
で
は
特
例
法
の
成
立
を
待
ち
、

こ
れ
ま
で
道
路
事
業
の
凍
結
な
ど

で
対
応
し
て
き
た
。

特
例
法
が
成
立
し
同
交
付
金
が

自
治
体
に
対
し
交
付
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
、
よ
う
や
く
６

月
上
旬
に
は
２０
年
度
に
執
行
予
定

の
道
路
事
業
に
着
手
で
き
る
見
通

し
と
な
っ
た
。
自
治
体
を
混
乱
の

渦
に
巻
き
込
ん
だ
「
道
路
政
局
」

は
一
息
つ
い
た
格
好
と
な
る
。

１３
日
の
再
可
決
に
先
立
ち
政
府

は
「
道
路
特
定
財
源
等
に
関
す
る

基
本
方
針
」
�
左
上
に
掲
載
�
を

閣
議
決
定
。
こ
の
中
で
２１
年
度
以

降
に
つ
い
て
は
、
道
路
特
定
財
源

を
廃
止
し
た
う
え
で
一
般
財
源
化

す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

手
始
め
に
福
田
首
相
は
、
６
月

下
旬
に
閣
議
決
定
さ
れ
る
「
骨
太

の
方
針
２
０
０
８
」
で
一
般
財
源

化
の
姿
に
つ
い
て
盛
り
込
ん
だ
の

ち
、
１２
月
の
「
与
党
税
制
改
正
大

綱
」
「
２１
年
度
政
府
予
算
」
で
具

体
案
を
明
示
し
た
い
考
え
だ
。

な
お
基
本
方
針
で
は
、
一
般
財

源
化
に
あ
た
り
「
地
方
財
政
に
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
措
置
す

る
」
「
必
要
と
判
断
さ
れ
る
道
路

は
着
実
に
整
備
す
る
」
と
さ
れ
、

２１
年
度
以
降
の
地
方
の
道
路
整
備

事
業
に
極
力
影
響
を
与
え
な
い
姿

勢
が
示
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
４
月
１
日
か
ら
３０
日

ま
で
の
暫
定
税
率
失
効
期
間
中
、

地
方
財
政
が
被
っ
た
歳
入
欠
陥
に

つ
い
て
「
国
の
責
任
に
お
い
て
適

切
な
財
源
措
置
を
講
じ
る
」
と
さ

れ
た
ほ
か
、
財
源
措
置
を
講
じ
る

際
に
は
地
方
の
意
見
に
十
分
配
慮

す
る
意
向
が
示
さ
れ
た
。

道
路
特
定
財
源
等
に
関
す
る
基
本
方
針

１
�
道
路
関
連
公
益
法
人
や
道
路
整
備
関
係
の
特
別
会
計
関
連
支
出
の
無
駄
を
徹
底
的

に
排
除
す
る
。

政
府
全
体
で
、
行
政
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
公
益
法
人
に
つ
い
て
、
６
月
末
ま
で

に
集
中
点
検
を
実
施
し
、
支
出
の
無
駄
を
徹
底
的
に
是
正
す
る
。

２
�
道
路
特
定
財
源
制
度
は
今
年
の
税
制
抜
本
改
革
時
に
廃
止
し
２１
年
度
か
ら
一
般
財

源
化
す
る
。

そ
の
際
、
地
方
財
政
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
措
置
す
る
。
ま
た
、
必
要
と

判
断
さ
れ
る
道
路
は
着
実
に
整
備
す
る
。

一
般
財
源
化
の
法
改
正
に
よ
り
、
道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律

案
に
お
け
る
道
路
特
定
財
源
制
度
の
規
定
は
２１
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
と
な

る
。

３
�
暫
定
税
率
分
も
含
め
た
税
率
は
、
環
境
問
題
へ
の
国
際
的
な
取
組
み
、
地
方
の
道

路
整
備
の
必
要
性
、
国
・
地
方
の
厳
し
い
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え
て
、
今
年
の
税
制

抜
本
改
革
時
に
検
討
す
る
。

４
�
道
路
の
中
期
計
画
は
５
年
と
し
、
最
新
の
需
要
推
計
な
ど
を
基
礎
に
、
新
た
な
整

備
計
画
を
策
定
す
る
。
こ
の
計
画
は
、
２０
年
度
道
路
予
算
の
執
行
に
も
厳
格
に
反
映

す
る
。

５
�
ガ
ソ
リ
ン
税
な
ど
の
暫
定
税
率
の
失
効
期
間
中
の
地
方
の
減
収
に
つ
い
て
は
、
各

地
方
団
体
の
財
政
運
営
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
国
の
責
任
に
お
い
て
適
切
な
財

源
措
置
を
講
じ
る
。
そ
の
際
、
地
方
の
意
見
に
も
十
分
配
慮
す
る
。

６
�
こ
れ
ら
の
具
体
化
を
進
め
る
た
め
、
道
路
特
定
財
源
等
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議

を
設
置
す
る
。

全国市議会議長会

第第３３回回「「研研究究フフォォーーララムム」」開開催催
１０月１５・１６日、釧路市で

全国市議会議長会は、１０月１５・１６日、第３回「研究フォーラム」
を開催します。このフォーラムは、地方分権改革の進展や市町村
合併により、都市に対する基礎的自治体としての役割が一層期待
されるなか、市民の負託と信頼に的確に応えるべき議会のさらな
る機能向上策を研究することを目的としています。
皆さまのご参加をお待ちしております。

※開催のご案内及び申込書は６月上旬に全市へ送付いたします。

◆日 時：平成２０年１０月１５日（水）１３：００～（開場１２：００）
１０月１６日（木）９：００～（開場８：３０）

◆場 所：釧路市民文化会館（北海道釧路市治水町１２番１０号）
◆講演内容
１日目：基調講演「変わる自治体のガバナンス」

大森 彌（東京大学名誉教授）
パネルディスカッション「市議会議員とは何か」

〈コーディネーター〉佐々木信夫（中央大学大学院教授）
〈パネリスト〉中邨章（明治大学教授）、坪井ゆづる（朝

日新聞編集委員）、打越綾子（成城大学
准教授）、二瓶雄吉（釧路市議会議長）

２日目：課題討議 １．「議員活動を考える」
２．「政務調査費を考える」

〈コーディネーター〉辻 �也（一橋大学大学院教授）
◆参 加 者：（正副議長、議員、職員など）

※定員１５００人 定員になり次第受付終了
◆問 合 せ：全国市議会議長会 法制担当（TEL０３－３２６２－２３０３）

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）
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例例
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般
財
源
化
に
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調
整
加
速

（１） 平成２０年５月２５日 第１６８９号



全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
岡
田
荘
史
・

長
野
市
議
会
議
長
）は
５
月
１３
日
、

東
京
・
都
市
セ
ン
タ
ー
会
館
で
総

会
を
開
催
し
た
。
総
会
で
は
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
を
行
い
、

新
会
長
に
田
中
弘
光
・
松
江
市
議

会
議
長
を
選
任
し
た
ほ
か
、
総
会

決
議
を
採
択
し
た
。

決
議
で
は
医
師
不
足
・
偏
在
に

よ
り
、
診
療
科
が
縮
小
・
廃
止
に

追
い
込
ま
れ
て
い
る
自
治
体
病
院

の
窮
状
を
訴
え
て
い
る
。
約
８
割

の
自
治
体
病
院
が
赤
字
経
営
の

中
、
診
療
科
の
縮
小
・
廃
止
は
病

院
経
営
の
根
幹
を
揺
る
が
す
の
み

に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
医
療
の
崩

壊
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
へ
と
発
展

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
自
治
体
で

は
医
師
不
足
・
偏
在
の
問
題
解
決

に
向
け
て
手
段
を
尽
く
し
て
き
た

が
、
独
自
の
取
り
組
み
は
既
に
限

界
の
域
に
達
し
て
い
る
。

ま
た
、
総
務
省
が
平
成
１９
年
１２

月
に
示
し
た
「
公
立
病
院
改
革
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
各
自

治
体
は
経
営
効
率
化
に
向
け
た
数

値
目
標
な
ど
を
掲
げ
る
「
改
革
プ

ラ
ン
」
を
２０
年
度
中
に
策
定
す
る

よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

自
治
体
病
院
は
、
民
間
病
院
が
担

い
き
れ
な
い
不
採
算
医
療
に
貢
献

し
て
お
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
配

慮
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
決
議
で
は
▽
診
療
科
ご

と
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
医
師
育

成
方
策
の
確
立
な
ど
医
師
確
保
対

策
▽
公
立
病
院
改
革
の
実
施
に
当

た
り
地
域
医
療
へ
の
配
慮
―
―
な

ど
を
掲
げ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
会
議
で
は
、
総
務
省

自
治
財
政
局
の
濱
田
省
司
・
地
域

企
業
経
営
企
画
室
長
が
「
公
立
病

院
改
革
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

総
会
終
了
後
、
田
中
新
会
長
、

岡
田
前
会
長
、
徳
島
市
議
長
の
笠

井
国
利
・
会
長
代
理
は
決
議
の
実

現
を
求
め
、
自
民
党
幹
事
長
代
理

の
細
田
博
之
・
自
治
体
病
院
議
員

連
盟
常
任
世
話
人
に
面
談
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
松
尾
裕
幸
・
佐
世
保

市
議
会
議
長
）
は
５
月
８
日
、
善

通
寺
市
内
で
正
副
会
長
・
監
事
・

相
談
役
会
を
開
催
し
た
。
会
議
で

は
、
平
成
２１
年
度
政
府
予
算
の
概

算
要
求
に
向
け
、
重
点
要
望
を
含

む
各
要
望
事
項
の
ほ
か
、
今
後
の

運
営
な
ど
２０
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

要
望
は
大
き
く
分
け
て
「
基
地

交
付
金
・
調
整
交
付
金
の
所
要
額

確
保
等
」
「
基
地
周
辺
対
策
の
充

実
強
化
」
の
２
本
柱
で
構
成
。
こ

の
う
ち
交
付
金
関
係
で
は
、
基
地

交
付
金
が
固
定
資
産
税
の
代
替
的

性
格
を
基
本
と
し
て
い
る
た
め
、

同
税
相
当
額
を
確
保
す
る
こ
と
な

ど
を
求
め
て
い
く
。
周
辺
対
策
関

係
で
は
、
騒
音
防
止
事
業
（
一
般

防
音
）
の
充
実
強
化
な
ど
を
求
め

て
い
く
方
針
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
特
に
基
地
関
係
市
町
村

へ
の
配
慮
を
求
め
る
重
点
要
望
と

し
て
、
総
務
省
と
防
衛
省
の
所
管

ご
と
に
要
望
事
項
を
ま
と
め
た
。

総
務
省
関
係
で
は
▽
基
地
・
調

整
両
交
付
金
の
所
要
額
確
保
▽
自

衛
隊
全
資
産
へ
基
地
交
付
金
の
対

象
範
囲
を
拡
大
―
―
を
掲
げ
た
。

防
衛
省
関
係
と
し
て
は
▽
基
地

周
辺
対
策
経
費
の
所
要
額
確
保
▽

同
対
策
経
費
の
補
助
対
象
施
設
・

範
囲
の
拡
大
▽
在
日
米
軍
再
編
に

よ
り
負
担
増
と
な
る
市
町
村
へ
の

支
援
措
置
―
―
な
ど
を
掲
げ
た
。

重
点
要
望
を
含
む
各
要
望
事
項

は
、
７
月
１６
日
に
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
る
理
事
会
で
諮
ら
れ
、
決

定
さ
れ
る
見
通
し
。

当
日
は
、
総
務
省
自
治
税
務
局

の
狩
宿
和
久
・
固
定
資
産
税
課
長

補
佐
、
防
衛
省
地
方
協
力
局
の
松

田
尚
久
・
地
方
協
力
企
画
官
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
事
項
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

▽
７
月
３
日

都
市
行
政
問
題
研

究
会
�
監
事
会（
午
後
３
時
半
、

全
国
都
市
会
館
）

▽
７
月
８
日

都
市
行
政
問
題
研

究
会
�
役
員
会
（
午
後
３
時
、

豊
田
市
）

▽
７
月
１０
日

全
国
高
速
自
動
車

道
市
議
会
協
議
会
�
正
副
会
長

・
監
事
・
相
談
役
会
議
（
午
後

３
時
半
、
大
分
市
）

▽
７
月
１４
日

全
国
公
営
交
通
事

業
都
市
議
長
会
�
監
事
会
議

（
午
後
１２
時
半
、
全
国
都
市
会

館
）・
正
副
会
長
・
監
事
・
相

談
役
会
議（
午
後
１
時
半
、
同
）

・
総
会
（
午
後
２
時
半
、
同
）

基基
地地

調調
整整

交
付
金
な

ど

要
望
協
議

基
地
協
が
役
員
会

病 院 協
総 会

医
師
確
保
対
策
な

ど

決
議

新
会
長
に
田
中
松
江
市
議
長

行

事

予

定

細
田
博
之
・
議
連
常
任
世
話
人

（
左
か
ら
２
人
目
）
に
面
談

田中弘光・病院協会長
（松江市）

松尾裕幸・基地協会長
（佐世保市）
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▼
議
長

▽
南
陽

伊
藤
俊
美（
４
・
４
）

▽
東
金

今
関
正
美（
４
・
１０
）

▽
山
武

�
知
尾
正
義（
４
・
１１
）

▽
東
海

本
田
博
信（
４
・
１１
）

▽
香
芝

黒
松
康
至（
４
・
１１
）

▽
赤
穂

永
安

弘（
４
・
１４
）

▽
伊
賀

森
岡
昭
二（
４
・
１５
）

▽
郡
上

美
谷
添

生（
４
・
１７
）

▽
坂
戸

小
川
直
志（
４
・
２１
）

▽
大
田
（
島
根
）

石
原
安
明（
４
・
２１
）

▽
狭
山

東
山

徹（
４
・
２２
）

▽
志
木

鈴
木

潔（
４
・
２４
）

▽
天
理

今
西
康
世（
４
・
２４
）

▽
御
前
崎

阿
南
澄
男（
４
・
２５
）

▽
丸
亀

横
田
隼
人（
４
・
２５
）

▽
上
田

丸
山
正
明（
４
・
２８
）

▽
近
江
八
幡
川
村
裕
治（
４
・
２８
）

▽
香
南

眞
邊
慶
一（
４
・
２８
）

▽
神
埼

眞
�
貞
雄（
４
・
２８
）

▽
中
野
（
長
野
）

湯
本
隆
英（
４
・
３０
）

▽
田
村

吉
田

豊（
５
・
１
）

▽
愛
西

加
賀

博（
５
・
１
）

▽
清
須

伊
藤
嘉
起（
５
・
１
）

▽
篠
山

足
立
義
則（
５
・
１
）

▽
大
和
高
田
植
田
龍
一（
５
・
７
）

▽
大
和

中
丸
孝
志（
５
・
８
）

▽
大
垣

高
橋

滋（
５
・
８
）

▽
瑞
穂

小
川
勝
範（
５
・
８
）

▽
泉
南

東

重
弘（
５
・
８
）

▽
土
岐

塚
本
俊
一（
５
・
９
）

▼
副
議
長

▽
南
陽

桑
原

仁（
４
・
４
）

▽
東
金

石
渡
徹
男（
４
・
１０
）

▽
山
武

小
川
吉
孝（
４
・
１１
）

▽
東
海

眞
下
敏
彦（
４
・
１１
）

▽
香
芝

北
川
重
信（
４
・
１１
）

▽
赤
穂

藤
本
敏
弘（
４
・
１４
）

▽
伊
賀

森

正
敏（
４
・
１５
）

▽
郡
上

渡
辺
友
三（
４
・
１７
）

▽
下
松

林

孝
昭（
４
・
１７
）

▽
坂
戸

中
島
信
夫（
４
・
２１
）

▽
大
田（
島
根
）
林

仁（
４
・
２１
）

▽
狭
山

磯
野
和
夫（
４
・
２２
）

▽
志
木

池
田
則
子（
４
・
２４
）

▽
天
理

寺
井
正
則（
４
・
２４
）

▽
御
前
崎

大
澤

満（
４
・
２５
）

▽
丸
亀

杉
尾
眞
澄（
４
・
２５
）

▽
上
田

外
山

�（
４
・
２８
）

▽
近
江
八
幡
池
上
知
世（
４
・
２８
）

▽
香
南

黒
石
博
章（
４
・
２８
）

▽
神
埼

内
田
良
治（
４
・
２８
）

▽
中
野
（
長
野
）

竹
内
卯
太
郎（
４
・
３０
）

▽
田
村

佐
久
間
金
洋（
５
・
１
）

▽
愛
西

日
永
貴
章（
５
・
１
）

▽
清
須

天
野
武
藏（
５
・
１
）

▽
篠
山

植
野
良
治（
５
・
１
）

▽
延
岡

松
田
和
己（
５
・
２
）

▽
大
和
高
田
西
川
繁
和（
５
・
７
）

▽
大
和

大
谷

仁（
５
・
８
）

▽
大
垣

丸
山
新
吾（
５
・
８
）

▽
瑞
穂

広
瀬
時
男（
５
・
８
）

▽
土
岐

宮
地
順
造（
５
・
９
）

▼
事
務
局
長

▽
栗
原

岩
渕
芳
行（
４
・
１
）

▽
南
陽

須
藤
公
一（
４
・
１
）

▽
い
す
み

菰
田
和
男（
４
・
１
）

▽
静
岡

森
下
�
光（
４
・
１
）

▽
三
島

井
原

基（
４
・
１
）

▽
富
士
宮

望
月
秀
志（
４
・
１
）

▽
島
田

河
野
良
明（
４
・
１
）

▽
藤
枝

増
田
達
郎（
４
・
１
）

▽
御
殿
場
勝
間
田
政
道（
４
・
１
）

▽
裾
野

小
澤
正
信（
４
・
１
）

▽
御
前
崎

増
田
高
志（
４
・
１
）

▽
牧
之
原

一
木
克
美（
４
・
１
）

▽
豊
川

田
中
俊
一（
４
・
１
）

▽
犬
山

酒
井
美
彦（
４
・
１
）

▽
蒲
郡

稲
葉
正
吉（
４
・
１
）

▽
江
南

大
脇
重
雄（
４
・
１
）

▽
新
城

山
口
正
博（
４
・
１
）

▽
知
立

坂
田

広（
４
・
１
）

▽
豊
明

神
谷
清
貴（
４
・
１
）

▽
愛
西

伊
藤
忠
俊（
４
・
１
）

▽
北
名
古
屋
平
手
秀
�（
４
・
１
）

▽
弥
富

佐
藤

忠（
４
・
１
）

▽
伊
賀

前
田
裕
三（
４
・
１
）

▽
い
な
べ
江
上
安
比
古（
４
・
１
）

▽
志
摩

田
畑
二
三
生（
４
・
１
）

▽
大
垣

渡
辺
敏
雄（
４
・
１
）

▽
羽
島

服
部
和
夫（
４
・
１
）

▽
美
濃

平
野
廣
夫（
４
・
１
）

▽
美
濃
加
茂
佐
光
博
司（
４
・
１
）

▽
土
岐

加
藤
省
互（
４
・
１
）

▽
各
務
原

村
井
清
孝（
４
・
１
）

▽
飛
�

中
嶋
国
則（
４
・
１
）

▽
郡
上

山
田

剛（
４
・
１
）

▽
海
津

後
藤
昌
司（
４
・
１
）

▽
大
阪

寺
本
良
平（
４
・
１
）

▽
堺

佐
々
木

純（
４
・
１
）

▽
東
大
阪

内
藤
修
一（
４
・
１
）

▽
吹
田

土
井

実（
４
・
１
）

▽
泉
大
津

大
岡

悟（
４
・
１
）

▽
高
槻

南
部
和
正（
４
・
１
）

▽
守
口

辻

浅
夫（
４
・
１
）

▽
柏
原

田
名
出
隆
芳（
４
・
１
）

▽
羽
曳
野

太
田

祥（
４
・
１
）

▽
門
真

加
藤
和
夫（
４
・
１
）

▽
四
條
畷

野
口
和
彦（
４
・
１
）

▽
交
野

梶

健
治（
４
・
１
）

▽
大
阪
狭
山
田
�
富
夫（
４
・
１
）

▽
京
都

能
田

修（
４
・
１
）

▽
福
知
山

熊
谷
正
章（
４
・
１
）

▽
舞
鶴

山
内

理（
４
・
１
）

▽
宮
津

稲
岡

修（
４
・
１
）

▽
八
幡

喜
多
秀
和（
４
・
１
）

▽
京
丹
後

矢
野
節
雄（
４
・
１
）

▽
草
津

上
寺
和
親（
４
・
１
）

▽
野
洲

田
中
正
二（
４
・
１
）

▽
湖
南

宮
治
正
男（
４
・
１
）

▽
長
浜

米
田
安
廣（
４
・
１
）

▽
神
戸

辻
村
博
邦（
４
・
１
）

▽
姫
路

堤

修（
４
・
１
）

▽
豊
岡

植
田
政
由（
４
・
１
）

▽
加
古
川

山
下
年
永（
４
・
１
）

▽
た
つ
の

満
田

惠（
４
・
１
）

▽
小
野

安
居
正
敏（
４
・
１
）

▽
加
西

山
本
康
博（
４
・
１
）

▽
丹
波

古
川
正
孝（
４
・
１
）

▽
朝
来

三
浦
知
明（
４
・
１
）

▽
淡
路

魚
崎
一
郎（
４
・
１
）

▽
宍
粟

畑
中
正
之（
４
・
１
）

▽
奈
良

芝
野
勇
夫（
４
・
１
）

▽
大
和
郡
山
岩
本
正
和（
４
・
１
）

▽
橿
原

木
下
法
幸（
４
・
１
）

▽
桜
井

逸
�
義
明（
４
・
１
）

▽
五
條

森
本
博
文（
４
・
１
）

▽
生
駒

山
本

昇（
４
・
１
）

▽
香
芝

上
島
秀
友（
４
・
１
）

▽
田
辺

中
瀬
政
男（
４
・
１
）

▽
岡
山

渡
辺
博
重（
４
・
１
）

▽
倉
敷

中
尾

強（
４
・
１
）

▽
井
原

池
田
孝
雄（
４
・
１
）

▽
高
梁

安
本
基
寛（
４
・
１
）

▽
赤
磐

小
坂
孝
男（
４
・
１
）

▽
真
庭

長
尾
哲
郎（
４
・
１
）

▽
浅
口

高
橋

豊（
４
・
１
）

▽
広
島

浜
中
典
明（
４
・
１
）

▽
尾
道

花
本
健
治（
４
・
１
）

▽
福
山

高
橋
洋
典（
４
・
１
）

▽
三
原

宮
原
正
紀（
４
・
１
）

▽
府
中
（
広
島
）

掛
江
敏
雄（
４
・
１
）

▽
庄
原

名
越
千
幸（
４
・
１
）

▽
安
芸
高
田
光
下
正
則（
４
・
１
）

▽
江
田
島

重
川
忠
道（
４
・
１
）

▽
光

久
保
田
孝
志（
４
・
１
）

▽
小
松
島

桑
田
文
丸（
４
・
１
）

▽
高
松

草
薙
功
三（
４
・
１
）

▽
坂
出

野
村
孝
雄（
４
・
１
）

▽
さ
ぬ
き

津
村
一
仁（
４
・
１
）

▽
東
か
が
わ松

岡
み
ど
り（
４
・
１
）

▽
今
治

日
之
西
正
樹（
４
・
１
）

▽
新
居
浜

神
野
盛
雄（
４
・
１
）

▽
高
知

関

文
雄（
４
・
１
）

▽
安
芸

福
島
文
明（
４
・
１
）

▽
土
佐
清
水
中
山
直
喜（
４
・
１
）

▽
四
万
十

山
本
勝
秀（
４
・
１
）

▽
香
美

小
松
清
貴（
４
・
１
）

▽
香
南

山
�
憲
章（
４
・
１
）

▽
飯
塚

井
上
富
士
夫（
４
・
１
）

▽
柳
川

北
原

博（
４
・
１
）

▽
小
郡

久
保
剛
幸（
４
・
１
）

▽
神
埼

野
口
一
義（
４
・
１
）

▽
鳥
栖

権
藤
敏
昭（
４
・
１
）

▽
大
村

浦

一
弘（
４
・
１
）

▽
八
代

松
山
俊
哉（
４
・
１
）

▽
宇
土

西
本
孝
一（
４
・
１
）

▽
上
天
草

村
枝
誠
二（
４
・
１
）

▽
中
津

大
塚
秀
勝（
４
・
１
）

▽
佐
伯

三
原
信
行（
４
・
１
）

▽
宇
佐

市
丸
恒
典（
４
・
１
）

▽
豊
後
大
野
三
代
英
昭（
４
・
１
）

▽
枕
崎

篭
原

均（
４
・
１
）

▽
阿
久
根

花
田
清
治（
４
・
１
）

▽
指
宿

増
元
順
一（
４
・
１
）

▽
南
さ
つ
ま
田
中
茂
穂（
４
・
１
）

▽
霧
島

上
原
勝
己（
４
・
１
）

▽
西
之
表
楫
田
竜
一
郎（
４
・
１
）

▽
垂
水

松
浦
俊
秀（
４
・
１
）

▽
日
置

住
吉
仲
一（
４
・
１
）

▽
那
覇

糸
数
健
二
郎（
４
・
１
）

▽
石
垣

大
松
安
元（
４
・
１
）

▽
浦
添

名
護
正
輝（
４
・
１
）

▽
豊
見
城

外
間
健
正（
４
・
１
）

▽
宮
古
島
喜
屋
武
重
三（
４
・
１
）

▽
小
諸

�
橋
照
美（
４
・
１４
）

▽
田
村

坂
本
謹
威
知（
５
・
１
）

議

会

人

事
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道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
を

巡
っ
て
は
「
ガ
ソ
リ
ン
国
会
」
が

１
月
１８
日
に
幕
を
開
け
て
以
来
、

税
率
維
持
を
訴
え
る
政
府
・
与
党
、

廃
止
を
主
張
す
る
野
党
勢
力
の
思

惑
が
激
し
く
交
錯
。
こ
の
結
果
、

暫
定
税
率
の
維
持
な
ど
を
定
め
る

租
税
特
措
法
は
３
月
末
日
ま
で
に

成
立
せ
ず
、
暫
定
税
率
の
期
限
切

れ
を
迎
え
る
事
態
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
租
税
特
措
法
は
４
月

３０
日
に
衆
議
院
本
会
議
で
再
可
決

さ
れ
、
成
立
し
た
。
し
か
し
３０
日

間
に
及
ぶ
暫
定
税
率
分
の
税
収
減

が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
地
方

の
道
路
整
備
費
は
約
６
０
０
億
円

に
も
上
る
歳
入
欠
陥
を
被
っ
た
。

他
に
移
動
手
段
を
も
た
な
い
地

方
の
生
活
者
に
と
っ
て
道
路
は
、

暮
ら
し
と
命
を
守
る
生
命
線
。
万

が
一
に
も
恒
常
的
に
暫
定
税
率
廃

止
と
も
な
れ
ば
、
地
方
財
政
は
単

年
度
で
７
２
０
０
億
円
に
上
る
歳

入
欠
陥
に
陥
り
、
道
路
の
整
備
・

維
持
が
困
難
と
な
る
。
そ
こ
で
道

路
整
備
財
源
の
安
定
的
確
保
を
図

る
た
め
に
も
意
見
書
で
は
「
特
定

財
源
制
度
の
堅
持
」「
暫
定
税
率

の
維
持
」
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

な
お
意
見
書
の
中
に
は
、
道
路

財
源
の
一
般
財
源
化
を
求
め
る
も

の
が
６
件
議
決
さ
れ
て
い
る
点
に

も
留
意
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

全
国
市
議
会
議
長
会
は
こ
の
ほ
ど
、
各
市
議
会
か
ら
任
意
に
送
ら
れ
た
意
見
書
・
決
議
の
写
し
を
も
と

に
、
３
月
定
例
会
を
中
心
に
議
決
し
た
意
見
書
・
決
議
の
状
況
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
（
下
）
で

は
、
都
市
と
地
方
の
格
差
是
正
を
図
る
た
め
に
も
道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
を
堅
持
し
、
立
ち
遅
れ
て

い
る
地
方
の
道
路
整
備
の
財
源
と
し
て
確
保
す
る
よ
う
望
む
も
の
が
今
回
、最
多
と
な
っ
て
い
る
。

各市のニュースを募集
「全国市議会旬報」では、各市のニュ

ースを募集しています。
全国の自治体の中でも先進的となる取

り組み、ユニークな条例、自慢のイベン
ト、地域のお祭りなど、お寄せいただく
情報のジャンルは問いません。ご提供い
ただいた情報につきましては、本紙編集
担当職員が記事を作成し、議会ニュース
あるいは市政ニュースとして紙面で紹介
いたします。
本紙をＰＲの場として活用されてみて

はいかがでしょうか。
（問合せ先）
全国市議会議長会調査広報部
旬報担当まで �０３（３２６２）２３０９

議会 「
道
路
特
定
財
源
の
堅
持
」最
多

３３
月月
定定
例例
会会
のの

意意
見見
書書
・・
決決
議議
のの
状状
況況
（下）

意見書・決議の議決状況（下） （２０．１．１～４．３０）

決 議

【建設・運輸・郵政・国土保全】 【 ４１４】 【 １８】
○道路特定財源の堅持等地方道路の整備促 ３７９ １０
進
○航空運賃値上げ対策の実施 ７ ７
○道路特定財源の一般財源化 ６ ―
○改正建築基準法施行の影響に対する抜本 ４ ―
的な解決策の実施
○タクシー事業の規制緩和の見直し ４ ―
○一級河川管理に関する権限の都道府県へ ４ ―
の移譲反対
○その他 １０ １
【労働・商工】 【 １５７】 【 １】
○中小企業底上げ対策の強化 ８０ ―
○労働者派遣法の抜本改正 ２１ ―
○最低賃金の引き上げ １８ ―
○公共工事における建設労働者の適正な労 １６ ―
働条件の確保
○賃金不払残業と過重労働による健康障害 ４ ―
の解消
○地域における雇用・就業対策の拡充強化 ４ ―
○季節労働者対策の強化 ３ ―
○パートタイム労働者の待遇改善 ３ ―
○その他 ８ １
【警察・防災・消防】 【 ２４】 【 ２】
○銃犯罪の撲滅 ６ ―
○消防広域化推進計画の見直し ４ ―
○取り調べの可視化実現 ３ ―
○その他 １１ ２
【外交・防衛・国際関係】 【 １４８】 【 ３２】
○米兵による暴行事件等に対する抗議 ７７ ２３
○海上自衛隊イージス艦衝突事故の真相究 ３３ １
明と再発防止
○「非核日本宣言」として各国への通知 １４ １
○日米地位協定の早期見直し ３ ―
○その他 ２１ ７
【社会・くらし】 【 ２６６】 【 １】
○地上デジタル放送の受信対策の推進 ７７ ―
○介護労働者の待遇改善 ４９ ―
○原爆症認定制度の改善 ２１ ―
○割賦販売法の改正 １６ ―
○障害者自立支援法の改正 １５ ―
○自主共済制度の保険業法の適用除外 １３ ―
○原油価格高騰対策の実施 １２ ―
○福祉・介護施設等の人材確保 １２ ―
○嫡出推定に関する民法改正と救済対象の ８ ―
拡大
○年金記録問題の早期解決 ７ ―
○子育て支援施策の充実 ５ ―
○天下り規制の強化 ４ ―
○その他 ２７ １
【合 計】 【 １００９】 【 ５４】
【総合計】 【 １５６５】 【 ７８】

意見書件 名
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